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 2015 年 12 月 14 日から 2016 年 3月 31日まで、MERIT 企業インター

ンとして、神奈川県厚木市にある NTT 物性科学基礎研究所量子光物性研

究部量子光デバイス研究グループの増子拓紀博士のもとで実習を行いま

した。 

 増子博士は、レーザー光で励起された希ガスからの高次高調波発生によ

る単一アト秒パルス発生を利用して、超高速物理現象を実験的に計測する

研究を行っています。特に、増子博士が研究された二重光学ゲート法

(Double Optical Gating[1]) は、単一アト秒パルス発生において重要な技

術のひとつとなっています。また、単一アト秒パルス発生技術を用いて、

ネオン原子の内殻電子のダイナミクスの観測の研究[2]や、ワイドギャッ

プ半導体である窒化ガリウムにおける双極子振動の観測の研究[3]を行っ

ており、これらは単一アト秒パルス発生を利用した超高速物理現象の計測

において世界を先駆ける研究となっています。 

 実習においては、より短いパルス時間幅を持った単一アト秒パルスを発

生させる実験系の立ち上げを増子博士とともに行いました。増子博士の実

験系の設計には、すばらしいアイデアがいくつも盛り込まれていました。

その一つは、基本波となるレーザー光を、一つの定盤の上で、希ガスを励

起するためのポンプ光と単一アト秒パルスを照射するサンプルを観測す

るためのプローブ光に、ドーナツ状のミラーを利用することによってわけ、

そのあと、2 つのレーザー光を、同軸上で、単一アト秒パルスを発生する

希ガスにあて、さらにサンプルにあてるというものです。ここでは、希ガ

スにあてる手前で、プローブ光のみを人工石英の板にとおして時間遅延を

つけ、プローブ光とポンプ光が同時に重なって希ガスにあたらないように

し、さらに、サンプルにあてる手前で、ポンプ光のみを人工石英の板にと

おして時間遅延をおなじだけつけ、同時に重なってサンプルにあたるよう

にしています。以上のように、この実験系は、プローブ光とポンプ光が大

部分において同軸になるように設計されているため、そとからの振動の影



響を受けにくくなっています。 

 また、高次高調波発生のしくみや、単一アト秒パルスにより励起された

半導体中の電子の振る舞いについて増子博士と議論したことは、おおいに

刺激になりました。半導体中の高次高調波発生のしくみをよりよく知りた

いという欲求が生まれましたし、また、そのためにも量子力学の基礎にな

っている、スペクトル理論や関数解析などの数学をより正確に理解したい

という、現在の研究の方向も得ることができました。 

 さいごに、長い時間を私の実習のためについやしていただいた増子博士

と、一緒に議論や食事をしていただいた、デバイスグループの研究員の皆

様と他の大学からの実習生の皆様、そして、有意義な時間を過ごす機会を

あたえていただいた MERIT 企業インターンのプログラムに感謝したい

と思います。 
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